
第 1回 卓球王選手権 優勝者は 

アンドロメダクラブ 

髙尾 健太 さんでした！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おねがい 

〈3月 1７日（金）卒業式について〉 

 １～４年生は家庭学習のため、必要な方は朝から受け入れ、5 年生は下校時刻に迎えに行きま

す。利用される方は、おかず入り弁当を持参してください（給食はありません）。 

出欠について、口頭で確認をとらせていただきます。 

〈春休みの利用について〉 

 春休みの利用予定日の変更がある場合は、分かり次第連絡をお願いします。また、主食持参の

日は白ご飯の準備をお願いします。 

 

  

 

やかた便り 
  あすなろこどもセンタークラブ情報紙 

令和５年３月１日 第 1２号 

３ 

 

月 
予定 

 １７日（金） 避難訓練 

やりたいことやっちゃおうでぃ 

２４日（金） お別れ会 

29日（水）～31日（金）自由登園 

 

今月のトピックス 

「芽を出す季節」 

 時折小雪がちらつく寒さの中にも、日差しの中には春の気配を感じるようになってきました。日本では３月は

年度替わりで、たくさんの行事が行われます。小学校、中学校から高校そして大学まで、学生時代は卒業という

節目を迎えます。そしてまた、学生から社会人へと新たなスタートを切る人もいます。中には仕事が変わった

り、職場が変わったりする人もいることでしょう。 

 自然を見ていると、まるで人の生き方を教えてくれているような気がします。冬の厳しい時を経て、春になる

と、木々の芽があちらこちらに見られます。夏になると木々が生い茂り、秋になるとその葉を落とし、またじっ

と耐える冬を迎えます。 

 私自身は、若い頃は教職という現場で、たくさんのこどもたちと日々を過ごしてきました。そして縁あってこ

の岡山こども協会へ来てからは、場所は違えど、こどもたちや多くの職員の方と一緒に仕事をしてきました。若

い頃は悩むことも多かったのですが、ある程度年齢を重ねてくると、悩みの対処法がわかってきたおかげで、少

し生きやすくなったような気がします。  

  学生時代でも社会人でも、いつも目標を持って過ごしている人も多いでしょう。この学校へ行き、こんな仕事を

し、ときちんと計画を立てるのはとても積極的でいいことです。しかし、人生は必ずしも自分の思うとおりにい

くことばかりではありません。むしろ、思い通りにならないことの方が多いかもしれません。その「うまくいか

ないとき」の過ごし方が実は大事なのだということを、私は何百何千という人の生き方を通して教えてもらうこ

とになりました。 

 仕事柄、昔の教え子や先生たちの悩み相談に乗ることもよくあります。そんなとき私が強く記憶に残っている

生徒がいますので、今日はその話を皆さんにご紹介しましょう。 

  男の子で、成績はいい方でしたが、抜群というほどではありません。しかし、いろんな雑学に長けていて、話を

すると実に多くのことを知っているので、おもしろい子だなと感じていました。友達ともいい関係を築き、ちょ

っとむっとするようなことでも、うまく笑いで切り返す才能はすごいと、一目置いていました。 

 彼は大学生時代にとても苦しい時期があったそうです。自分の思いと進路が食い違い、将来に希望が持てず、

毎日自分がどうなるのかと不安と苦しみで眠れなかったといいます。しかし、現実から逃げることなく、毎日自

分にできることをとにかくしようとがんばったそうです。何年かして気がついたら、就職もし、好きな分野で仕

事をするようになり、笑っていられる自分がいたといいます。思い通りにならないことも、切り替えてうまくこ

なしていくたくましさこそ、社会の中で必要な力だと、身をもって教えてくれました。 

 彼を通して感じたことは「人はどこでも芽が出せる。」ということでした。思った場所でなくとも、どんなとこ

ろでも、自分にできることを淡々としていれば、そこで芽が出て、そして花が咲くことができるのだと。 

 「負うた子に教えられ」という言葉があります。若い彼らから学ぶこともまた喜びであろうと思います。人は

いくつになっても芽を出すことができる。そして、どんな場所でも自分の芽を出すことができる。それを私はこ

どもたちから教えてもらいました。 

 芽を出すのは、若い人だけではありません。シニアになっても、何歳になっても、いろんな場所で芽を出すこ

とができると信じています。まあ、シニアの芽はちょっと固くてとんでもない方向へ出るかもしれませんが、そ

れもまた、味があっていいではないですか。 

皆さんはどんな芽を出しますか。                       所長 杉 井 康 志 

 

「こつこつと」 
 先月から始まった卓球王決定戦ですが、今月も楽し

みながら試合をしています。勝つために毎日練習する

姿がより見られるようになり、大会のレベルも上がっ

てきました。上手になった子に「工夫したところは

何？」と聞いて見ました。すると「自分より強い人と

練習したこと」「回転をかけるサーブの練習をした」と

教えてくれました。身体を動かす爽快感もそうです

が、自分で考えたことを試して楽しむのもスポーツの

醍醐味だと思います。努力の成果が出る様子を見て、

微笑ましく思いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やっちゃおうディ 

 今月はやかたゲームセンター第 2 弾ということで、的あて、

バスケットボールゲーム、万華鏡作りなどいろいろなコーナー

に行って楽しみました。中でも 1 番盛り上がったのが宝さがし

ならぬ髙尾探し。各クラブに隠された髙尾のイラストを見つけ

て豪華景品をもらいました。獲得したイラストは記念に持って

帰りました。大切にしてね！ 

冬のバス旅行 中野うどん学校 

1時間め～生地を伸ばして切る～ 

２時間め～粉から生地を作る～ 

① 生地を麺棒で伸ばします。 

②伸ばした生地を折り畳

み細く切ります。 

これが難しかった！ 

➀粉に少しずつ塩

水を入れて練って

いきます。 

②おにぎりのように握

って固めていきます。 

➂最後はひたすら踏むの

み！にぎやかな音楽もか

かりノリノリです。 

１時間めに切ったうどんを

茹でてもらい食べました。い

ろいろな太さがあり、自分た

ちで作ったうどんは格別だっ

たようです。 

 

四国水族館 

目の前で豪快にジャンプ

するイルカに思わず「すご

い！」の一言。 

近くの公園でおやつタ

イム！天気がよくて気持

ちよかったね。 


